
 
 

平成２６年７月１日 

国土交通省九州地方整備局 

武雄河川事務所 

 

 

「わかりやすい浸水シミュレーション」及び 

「企業向け水害版事業継続計画(ＢＣＰ)作成の手引き」 

の公開について  

 

六角川・松浦川流域で大規模出水時に堤防が決壊した場合を想定した「わかりや

すい浸水シミュレーション」と、企業等の自主的な防災力向上を目的とした、「企

業向け水害版事業継続計画(ＢＣＰ)作成の手引き」を作成し６月３０日より武雄河

川事務所ホームページで以下のとおり公開しました。 

 

・「浸水シミュレーション」 

http://www.qsr.mlit.go.jp/takeo/prepare_bousai/simulation.html 

 

・「ＢＣＰ作成の手引き」 

http://www.qsr.mlit.go.jp/takeo/prepare_bousai/bcp.html 

 

「浸水シミュレーション」はこれまでも公表してきた浸水深さの他に、流速、経

過時間毎の浸水の変化等がアニメーションで見られるようになっています。また、

基盤の地図も写真地図への切り替えも可能となっています。 

 

「ＢＣＰ作成の手引き」は、平成25年 6月に浸水想定区域内の地下街、高齢者・

要援護者等利用施設、大規模工場等の自主的な避難確保・浸水防止の取り組みを促

進するために水防法が改正され、企業への支援の一環として作成したものです。 

 

問い合わせ先 

  国土交通省九州地方整備局 武雄河川事務所 

             ＴＥＬ０９５４－２３－５１５１（代表） 

技術副所長   山本 佳久 （内線 ２０５） 

建設専門官   興梠 逸郎 （内線 ４０５） 

 



六角川・松浦川流域の浸水シミュレーションを、来月から武雄河川事務所のホー
ムページで一般に提供予定

想定浸水深に加えて流速や浸水継続時間等の情報も表示

わかりやすい浸水シミュレーションの提供
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② 緊急時業務をリストアップ① 製造、福祉、医療の３事業所でワークショップを実施

③ 課題と対策を整理したワークショップシート

水害による地域社会への影響を軽減させるために経済被害の最小化を図る

民間企業向け事業継続計画(BCP)作成の支援

④ 手引き
作成
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